
ニューラルネットワークによる物体色の識別

システム工学技術系　星勝広

1.はじめに

生物の脳は、多数の神経細胞(ニューロン)で構成された巨大なシステムであり、

高度に発達した一種の情報処理装置であるoこの脳の機能をモデル化したものがニュ

ーロコンピュータであるoこのニューロコンピュータは、多数のニューロンで構成さ

れたネットワーク結合パターンに着F.1した学田能力を持っているo

また、このニューロコンピュータは、その並列処理の特・FIミを/工かして、パターン認

識などの分野に応用されつつあるo

一方、物体色に於いて物体

の分光反射率分布は、物体固

有のものであり、物理量であ　入力

るo　これに対して、マンセル

表色系は、物体の反射光を元

に作られたものであり、知覚

最であるoその為、分光反射

率分布からマンセル表色糸へ
/

の変換は複雑であるo
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2.目的

ニューラルネットワークの階層型ネットワークを用いて誤差逆伝搬法(A*ツタプQロハo

ケサーシュン)と呼ばれる学習別のプログラムを計算機で作成し、 J I S標準色票の分光反

射率分布と修正マンセル表色系の三刺激徳の学習を行わせるoそれによって、分光反

射率分布から修正マンセル蓑色系への変換が了I】.能になり、物体色の識別を行うことを

目的としているo

3.ニューラルネットワーケとは

ニュづルネツトワークとは、たくさんの比較的簡単な要素が相互に結合して、簡

単な信号のやりとりをする様な型のネットワーク状のメカニズムのことであるく高等

な動物の神轟回路鍋にヒントを得ている)o

4.学習とは

システムが、環境カ、らの人力に応じて白身の構造を作り変えていく(自J組織化す

る)のが、学習であるo例えば、記憶も学習の-‥.種であるo何らかのきっかけが与え
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られると過去の人力を再現 で澄るように構造を変化させる過程 である o ま た ､ 環境に

適応する シス テム は ､ そ の 環境におい て よりよい動作の枚方を学習して い る o

異本的に ､ こ の シミ ュ レ
ー シ ョ ンで は二 乗誤差の総和が 1 0

‾ 1 O
以下 にな っ たとき､

学習できたとして い る｡

5 .
バ ッ ク プロ パ ゲ

- シ ョ ン

バ ッ クプロ パ ゲ - シ ョ ン で は､ 図に 示すような階層型 のネ ッ トワ
ー

ク モ デルを用 い

る｡ ネ ッ トワ - クは ､ 入力層､ 中間層 ､ および出力層 で構成される多階層構造であり､

中間層は何層あ っ て もよ い ｡ 図に示したの は ､ 申開層が
一 つ の三層 ニ ュ - ラ ルネ ッ ト

ワ - クとよばれるもの である ｡

人力層は､ 前にの ペ た こ ユ - ロ ンモ

デルの働きを持たず､ 入 力パ タ ー ンの

分配点となり､ 入 力届か らの出力信号

は中間層のÅ力信号となり､ 出力層の

出力がネ ッ トワ
ー

クの 出力となる ｡

こ の ように信号が入力層から出力

層に 一 方向に伝搬されるの で ､ フ ィ ー

ドバ ッ ク フ ォ ワ - ド型 モ デル とも言

う｡ ･

バ ッ クプロ パ ゲ - シ ョ ンは ､ こ の よ

うな多階層構造 ニ ュ
ー

ラ]レネ ッ トワ

ー クに与える教師信号と ､ ネ ッ トワ
ー

ク の 出力信号と の 二乗誤差を最か に

するように各層間の結合加重を変え

て いく方法である o こ の 際､ 誤差信号
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出力

は出力層から人力層の方南に逆伝搬される ことから ､ バ ッ クプロ パ ゲ
- シ ョ ン ( 逆伝

搬) というo

6 . A

寛が日にÅ射したとき ､ その分光分布蔓こ応じて赤や線､ 育と言 っ た葺 いを生じるo

その 違い の感覚を色と いうo また､ この ような色を生じさせる放射を色刺激というQ

7 . 心理物理色と心理知覚色

観測条件を特定した場合の色瀦激の見え方は､ そ の分光分布だけで特徴づけられる o

よ っ て ､ 吻理 的な量である分光分布と心理的な俵 である目の分党応答度を関連づけた

3 つ の心理物理量の セ ッ ト (三瀬数億ある い は主波長､ 純度 ､ 輝度な ど) を用い て定

量的に扱うこ とが できる ｡ この ような色を心理物理色というo
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こ れに対して同じ色刺激であ っ て も､ その色の見え方は周囲の視野との色対比や記

憶色 ､ その大きさ ､ 形状､ 質感な どによ っ て左右され､ 一 定で はない o こ の ような見

た目の色を心理知覚色とい い ､
FB 度 ､ 色相 ､ 彩度の 三 つ の 属性 ( 色の 三属性) で定量

的に扱う ことができる ｡

よ っ て ､ 心理物理量は ､ 光源また は物林反射寛の分光放射東分布の差異に よ っ て ､

色知覚の相違が生じる放射の模様であると定義して い るo

8 . 分光反射率分布

9 . マ ン セ ル兼色糸

物体を見た場合 ､ 観測者には色

棉 ( 色味) ､ 明度 ( 明るさ) ､ 彩度

(鮮やかさ) が感知できる｡ これ

らを色の 三属性と言い ､ 修正 マ ン

セ ]レ表色 系 で は こ れを マ ン セ

ル ･ ヒ ュ - ( H ) ､ マ ン セ]レ ･ バ

リ ュ
ー ( Ⅴ) ､ マ ンセ ル ･ クロ マ

( C ) と呼びそれぞれの記号を用

いて H V / C と表記する o
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1 0 . 結果

研究室修士学生が計算機セ ンタ ー の F O R T R A N 言語で作成したプロ グラム が存在
したが ､ 結果が異な っ た優に収束して いたため､ その プロ グラムを元に計算を手軽に
行うた吟パ

-

ソナ ル コ ンビ ェ - 夕の C 言語に翻訳し､ 修正 ･ 改良を加えプロ グラム を作成 し

衆行させた結果､ 色数が 3 色で はあるが色 糾 明度 ･ 彩度それぞれに つ いて ､ 収束させるこ と･ が
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学習回数 - ニ 乗誤差

l l . 今後の 課題

学習させる色数を増やし､ 変換

精度や処理速度を向上させる ｡ ま

た1 中間層の要素や層の数を変え

た場合に つ い て の 処理速度や各

特性の検討を行うo

Åカ層 - 申開層の結合加盤
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